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リスクマネジメン 卜

環境サイクル維持のために、
リーテムができる事のすべてを。

企業の「社会的責任J lζ対する関心が近年、ますます高まっ

ています。つまり、従来の「経済利益の追求」という企業責任

の概念が、「ガパナンス（＝統制）の徹底」・「利害関係者の信頼

の獲得」・「環境配慮」といった社会に対する責任へと鉱大して

います。それに伴い、技術力や商品開発力、人材や販売力な

どの従来の要素だけでは企業の存在意義を判断できなくなっ

ています。

心を提供して信頼を得る」ことが必要不可欠なのです。

それはリサイクル処理業界においても例外ではありません。

たび重なる廃棄物の不法投棄事件や社会の環境保全意識の向上

に伴い、廃棄物と環境に関する法規制はより厳しい内容ヘ改正

され続けています。これからのリサイクル業者には、お客様iこ

リサイクル処理サービスを行うことだけではなく、安心を提供す

る義務が生じています。つまり、リサイクルに携わる企業には「安

安心を提供するためには、「数あるリサイクル業者の中から

何処を選べば、不法投棄のような事件が起きずに無事に廃棄

物処理を任せられるか？」「リサイクル業者を選んで契約した

のはいいけれど、約束通りに法を守って適正に処理してくれ

ているか？」といった排出者が抱える不安を取り除くことが

必要です。そのために私たちリサイクル業者はリスク管理と

コンブライアンスを実践し、その内容をお客様や一般の皆様

lζ知っていただく努力を重ねる必要があります。当社では「安

心」を提供することこそ、リサイクル業者が社会の信頼を得る

ためには欠かせない要素と考え、自社の事業におけるさまざ

まなリスク要因を把握して適切に排除または軽減する術を

組織全体で保有。徹底したコンブライアンスを実現しています。

リスク事例＠廃棄物と環境に関する法律／条問制噂するリスク
！ソ － 従業員に法規制の知識がないため違反する

l~I ・法規制を知りながら、他社との競争のために従業員が会社をかばって不正行為を隠す
｜項 ・顧客の要求を断れずにマニフェスト（廃棄物管理蒙）を改ざんする
喧 ・法規制を知りながら「この程度なら問題ないJ と軽視して違反する

仁主盟 倒産〉

［社内のコンブライアンス教育］

・不正や違法行為を未然lζ防ぐために、コンブライアンス方針を策定し文書化しました。
．新規採用の従業員にもコンブライアンスの重要性を説明しています。
・今後は教育計画をより充実させてコンブライアンス意識を強化していきます。

リスク事例＠当社からの餐託先制先の行為によるリスク
！ソ －委託先業者が当社を臆して計画的lこ不法投棄をする

｜主 l ・委託先業者が当社の委託物品を違法に圏外輸出する
｜望｜ 長期の取引で信頼関係にあった委託先業者が経営不振による資金不足等で不法投棄をする
切 委託先業者の経営者交代で倒的が変化し、不正処理をする

排出元責任の発生 顧客からの信用低下

［委託先企業の監査］

・自らがリサイクル業者であるゆえに、 豊富な知識と経験を持つ当社ならではの視点から
委託先企業の監査を行うため、 2004 年 10 月に社内に監査チームを発足しました。
各種の工場業務に内包されるさまざまなリスク要因を見抜く力を持つ人材の育成を行います。

-J. 

Re-Tern 

リ スクマネジメント

リサイクル事業におけ号、特孫なリスク環境。

どんな企業の事業活動においても、少なからずマイナス

要素や不確定要素が存在します。企業活動の中で大切なのは、

まず、それらのビジネスリスクを適切にコントロールして

損害と利益のバランスをとること。しかし、個々の企業には

それぞれ個性があるのと同様に、抱えるリスクにもそれぞれ

異なる特性があるため、リスクを包括的・合理的に管理する

には一般的なビジネスリスクに加え自社独自・業界独自の

リスクも視野に入れなければなりません。当社のようなリサ

イクル業者を取り巻く「リスク環境」には、製造業や販売業

などの他の事業体にはない特徴があります。

‘園

リスク事例＠情報管理のリスク

それでは、具体的なリスク事例と当社のリスクヘッジ策を

ご紹介します。

( 1 ・ 顧客から処理受託して預かった廃製品に個人情報が含まれたまま、盗難にあう

山 預かった廃製品個人情報泊まれることを刷、従業員が横流しする
lクト 顧客名簿や受託業務に関する情報を従業員が故意に漏洩する

回 顧客情報開社自身の機密情報が情報システムの事故で漏洩改ざんされる
u ・ 災害や事故、体制の不備により、業務に必要な情報に迅速・適切にアクセスできない

賠償責任の発生｛多額な損害負担｝ 信用失墜 取引機会の損失

［情報セキュリティ体制の強化l

－ 近年、個人情報取扱企業は廃棄物の排出においても事故発生の脅威、関連法への対応、取引先からの要求に

直面しております。当社では守るべき情報資産の組織的で水準の高い管理システムを自社に構築することを

目的として 2005 年 3 月に、 ISMS ＂＇の認証取得に向けて、プロジェクトをスタートしました。
設。ISMS (=Information Security Management System）とは、企業情報 個人情報を含む企業の包括的な情報資産の管理を目的とした認証規格です．

リスク事例。環境汚染のリスク
( ') 1 ・当社工場の事業による、騒音・振動 ・ 大気汚染・水質汚染・土壊汚染の可能性

1~1 . 廃製品の運搬時における騒音・大気汚染の可能性
｜雪｜ ・環境意識不足による資源の過剰消費

地縁環境の汚染 人体への彫醤 行政処分 社会の信用低下

［環境マネジメントシステム］

. 2001 年に IS014001 の認証を取得し、環境関連法規・条例の遵守及び、自社排出の廃棄物量の削減、

工場の緑化など、さまざまな目標を定めて組織的な環境保全活動を継続しています。

リスク事例＠事故や災害のリスク
「リ 1 ・破砕機への危険物混入による爆発 ・ 火災

｜き｜ ・機械設備からの転落事故やケガ
｜書｜ ・地震などの天災による工場火災

［労働安全環境の整備］

人的後書 経済的損失

－ 当社では、緊急事態が発生した場合の連絡体制と対応手順を定め、

その内容と目的を従業員が十分に理解して実践出来るように、教育 ・ 訓練をしています。

また、工場では安全委員会を月に 1 ～ 2 度開催して、既存の安全環境をさらに改善する努力をしています。



リスクマネジメント

社員一人ひとりが、

リスクマネジメントの推進力。

企業という組織の中で、リスクマネジメントを実際に行う

のは誰でしょうか。それは、その企業を構成する一人ひとり

です。リスク要因を発見し、除去または軽減できるのは、

企業を構成する従業員に他なりません。しかし、全従業員に

動機づけと継続的な意識教育を行っていくのは会社を率いる

立場にある経営者です。経営者がリスクマネジメントの重要

性を理解し実現lζ努めなければ、どんなに社員が動いても

効力を発揮できません。つまり、経営者を筆頭とした全社

あげての体制づくりがあって、はじめてリスクマネジメント

を実現できるのです。当社では社長を最高責任者とし、その

下にリスクマネジメントの陣頭指揮をする「リスク管理責任

者」を設けています。

リスクマネジメント方針

行

蜘リーテムは事業の目的を地球環境保全への貢献とし、社会の要請を的確かつ真

に捉えその業務を遂行するものとする．また、ゴーイングコンサーンの考えに立ち、

顧客・従業員 ・ 地紙社会等のステークホルダーの利益、安全、健康ー幸福の確保に

努力するものとする。さらに、リスヲに関連する社会的要請を会社組織に反映させ、

生ずる可能性のある掻々な函磁性を未然に回避または縮減し、万 リスヲが顕在化

した場合lこは速やかに且つ責任を持って回復努力を行い、経営の総ての面において

リスクマネジメントを推進する．

目的

。健全で透明性のある経営を推進し、社会事情に左右されることなし経営理念並

ぴに環境理念を適正に反映し地球環境の継続的改善に努める。

＠従簸員教育を徹底し、法令遵守（コンブライアンス）：筒神を全社に浸透させ、その

軍要性についての全社貝の意識向上を図る．

＠取引先との契約等においては、その契約内容を遵守し遂行するため、社員の契約

遵守憲織を徹底する。

。事務所及び工堀においては、安全と労湧の管理iζ留意し、物理的な安全対策、安

全教育及び1Jl!i訟のメンテナンスを徹底するζとで天災や人災に備える．

＠取引先並びに自社の情報資産については、亘書約内容と顧客の要望に準じ、管理と

確胞の仕組みを嶋築し、情報管理を徹底して実施する。

＠当社からの廃棄物処理委託先並びに製品の売却先については、量終処分または最

終使用目的を確認するためのトレーサピリティを確保し、当社からの総ての物流

において完結性に留意する．

＠海外との取引においては‘囲内法はもとよりバーゼル条約、相手国の法令・規範

並びに道徳的 ー 倫理的基準に従う．

＠全社員の危俊憲織を高めてリスヲマネジメントシステムを効果的に運用するため、

危倒意臓の社内問査、社員からの情報収集の仕組み作り、分析、反復的な研修な

どの、社内リスウコミュニケーションを実施する．

平成 16年4 月 1 目制定

当社では2001 年よりリスク管理における当社独自

の試みを続けてきましたが、 2004年3月に社外のコン

サルタントのサポートを得て、業界の先駆けとなるべ

く体系的なリスクマネジメント体制を構築。 今後は本

格的に稼働させていきます。

リスクマネジメント

当社独自の基準を設け、

リスクマネジメントを実践していく。

リスクマネジメントシステムの今後の運用の流れをご説明

しましょう。 （図 1 参照）まず、リスク管理責任者を総括リー

ダーとしたリスク管理委員会が、事業活動全般において現存

または滞在するリスク項目を年 1 回抽出します。抽出された

リスクのそれぞれが、会社はもちるんお客様・従業員・取引先・

社会等の利害関係者に及ぼす影響を見極めるためにリスク

分析と評価を実施。その結果、重要なリスクについて管理

目的・目標を設定して重点管理します。リスク分析の作業に

おいては当社オリジナルの基準を設けました。さらに、設定

した目標に向けて活動・管理された状況を定期委員会と、年

』こ 1 度の内部監査時に監視・測定して、不適正な場合には

是正する仕組みを用います。

リスクマネジメントシステム

構築までのプロセス．

すでに4年間運用を続けている当社の「環境マネジメントシ

ステム」との将来的な統合を視野に入れた場合、リスクマネジ

メントにも標準規格への準拠が必要であると判断。当社では

コンサルタントのサポートを得て JIS 規格の JISQ2001 r リス

クマネジメントシステム構築のための指針」に則ったシステム

の構築を行いました。

図 1 リスクマネジメントシステムの運用フロー

リスク分析（発見・特定・算定）

" 
法規制遵守（コンブライアンス）の徹底

・リスクマネジメント体制の強化
－コンブライアンスの監査・教育
・取引業者のコンブライアンス管理

情報開示（再資源化完了報告書・ウェブサイト・環境報告書他）

－適正処理に関する情報
．環境対応

・コンブライアンス情報

リスク評価 是正
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トップメッセージ

当社は、廃棄物を扱う企業として長年にわたり資源循環の推進、

環境負荷の低減lこ努めてまいりました。

その取り組みは、 比較的皆様の自に触れやすく理解しやすいものであり、

毎年環境報告書の中でも御報告してまいりましたが、

本年度は根元的な活動＝リスクマネジメン卜を大きく取りあげました。

不法投棄や不適正処理、 情報漏洩などの不安要素＝環境問題を未然に防ぐため、

リーテムでは事業活動の“根”の部分でリスクマネジメント lこ力を注ぐと共に、

今後は、社会の周辺から環境への意識を高めるために

環境教育活動にも積極的に関わっていきたいと考えています。

東京スーパーエコタウン（大田区城南島）内に

リ ーテム東京工場もオープンした本年度を新たな成長・飛躍の年と位置付け、

より多くの廃棄物に対する 3R 活動を推し進めてまいります。

これからも大地に根を張り足元をしっかりと固めながら、

枝葉の部分でも着実に成果を実らせ、一歩一歩確実に成長を持続させていきたい。

私たちリーテムでは、そう考えています。

代表取締役社長 中島賢一
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さ§な否都市密着型処理システムの確立へ

当社では、廃棄物の一大排出地である東京都内に廃棄物

処理工場を設置することで、従来の郊外設置型の処理工場で

は実現できなかった、新しい都市密着型処理システムの構築

を目指しています。排出者により近い立地に処理施設を設け

たことで廃棄物の移動距離が短くなり、単なる物流コストの

低減に留まらず多くのメリットを生み出します。つまり、物流

に伴い発生するエネルギー資源の消費や環境汚染物質の放出、

交通量の増加、騒音・振動の発生といったさまざまな環境

負荷の低減に大きく貢献することになります。また、リーテム

水戸工場で構築したリサイクルのノウハウを東京工場の処理

システムに導入し、さらにより多くの廃棄量に対応可能な

効率的なリサイクル技術の確立を目指しています。

徹底した分解処理により 、 リユースを促進

破砕処理前に、徹底した分解処理を行うことで、 多様な

素材から構成された複合製品の再資源化を促進させます。さ

らに、この分解選別過程では、廃棄製品からまだ使用可能な

部品を取り出してリユースを行うシステムも配慮しており、

製品の種類によって柔軟に対応できるように移動型の解体

ラインで作業を行います。

低環境負荷型リサイクル処理が可能に

東京工場では首都圏で排出される多種多様な廃棄物の処理

に対応するため、産業廃棄物だけでなく一般廃棄物の処分業

の許可も取得し、排出者のニーズに応えています。また、処理

システムには水戸工場で構築・改良を重ねた再資源化率の

高い設備を導入。破砕後の選別を磁力や風力等で行うことで、

薬品や火・水等を使用せず、環境負荷を極力低減させた処理を

可能にしています。

機能性とデザイン性ともにすぐれた造形美

東京工場は、処理システムだけでなく建物の外観イメージ

にもこだわった施設です。従来の廃棄物処理工場のイメージ

からかけ離れた美術館のようなモダンなデザインは、新時代

のリサイクル施設としての姿を広くアピール。また、多面体

によって構成され、モザイク状のアースカラーで統一された

建屋は環境対応工場である乙とを象徴させました。処理を行

う一連の機械設備は個別に建屋で覆われてそれぞれ独立しな

がら、 各種のパイプやコンベアラインで結ぼれたその外観に

機能美を演出。つまり建物の構造自体が、各工程で発生した

粉塵を外部に拡散させず集塵してフィルター処理を行うのに

適し、機械の発する作動音を局所に限定させる効果を持つと

いう、機能とデザインを融合させた施設なのです。

ヴ
｛

場工京東ム

環境コミュニケーションも積極的に推進

環境問題とは、決してリサイクル技術の発達だけで解決さ

れるものではありません。リデユース、そしてリユースを

加えた 3R、ひいては廃棄するという行為そのものに対する

社会的な関心・環境意識の向上が不可欠です。当社は一般の

方とともに環境問題ヘ取り組むべく、東京工場内にさまざま

な設備を設けて対応しています。リサイクル施設とはどのよ

うなものなのかをわかりやすく理解してもらうために見学者

専用コースを設置。処理工程を実際に見ながら説明を行うこ

とが可能です。作業中は危険なため近づくことができない

機械装置類についても、カメラの映像を通してリアルタイム

に処理状況を見学できます。他にも説明用の大型モニターや

スクリーンを備えたコミュニケーションルーム、障害者対応

のエレベータ一等、見学する方々を幅広く受け入れ、社会へ

の環境意識の浸透を目指しています。

東京工場の処理フロー

書置葬儀金属

銀副晶

ガス｛工軍刷用｝

書種非厳量属

ガス｛エ軍利用｝

・晶

水戸工・処理

水戸工増処理

告橿非骸量寓

骸担晶

再生7ラスチック

再生紙

銭・歪錨・
鋼・スラゲ

71~ミー＊・－
E土伺・ガラ..岡

自由・スラデ

7ロン撫書化

企東京工場全景



中国における
先進的リサイクルモデルを目指す。
リーテムは昨年、中国の江蘇省太倉市のリサイクル工業団

地内に現地法人を設立。中国にて本格的にリサイクル工喝を

立ち上げるために、現在、準備を進めています。今後は中固に

おける先進的リサイクル事業のモデルケースを目指して建設

を進めていきます。

国境を越えたリサイクルシステム構築にも着手

中国をはじめとしたアジアの経済発展により、資源リサイ

クルの流通状況も大きく変化してきています。鉄屑や雑品（要

解体混合スクラップ）、廃プラスチックなどの再生資源は、本

来、日本圏内で循環されるべき資源ですが、中国を中心とした

アジア各地域へ大量に輸出されています。その要因には、ア

ジア地域の需要増による国際相場の高騰及び生産性コスト・

選別・解体処理コストが安価であることなどが挙げられます。

中国においても有用資源を回収するリサイクルは行われて

いますが、選別・解体後に発生する残澄などについては、ダ

イオキシン対応の焼却炉・溶融炉や水処理施設 ・ 管理型処分

場等の十分なインフラがないまま不適切な処理をされ、環境

汚染が生じています。いわば“リサイクルと環境汚染が混在

している”のが実態です。

こうした状況の中、当社は中国にて本格的にリサイクル

工場を立ち上げるべく、昨年、中国の江蘇省太倉市のリサイ

クル工業団地内に現地法人を設立。本年度には工場建設を

予定しております。当社では中国においても日本と同様、徹

底した環境対応・ゼ口エミッション型のリサイクルシステム

の導入を目指し、中国内での適正処理の方法やリサイクルの

流れを確認・追跡できるシステムの倦築を進めていきます。

Aリーテム中国工場建設予定地

CSRの一環として
「環境教育J に積極的に取り組む。

世の中には環境問題に詳しい人もいれば「なぜリサイ

クルする必要があるの？」「省エネって電気を節約する

こと？」といった根本的な質問をする人もいます。環境

問題は重要だと知っていても具体的なことが理解できな

いのは、環境に関する教育、つまり環境教育を受ける

機会がなかったためです。目標は環境と経済の両立した

持続可能な社会の構築ですが、実際には電気もテレビも

トイレもないような不便な生活をする人も、便利な生活

レベルを下げられない国の人も地球上に混在していま

す。環境と経済が両立した世界を本当に築けるのか、私

たちは真剣に考えなくてはなりません。浪費をやめるこ

とだけではなく、法を守り、技術やシステムを向上させ、

企業努力を重ねればさまざまな対処ができるはずです。

そのために当社はまず地球環境問題の原因と対策につい

て、広い人々にアピールできる環境教育プログラムを

作成することとしました。

Aパソコンの解体模型を使つての説明

A臼中ワークショップにおける環境教育の提案

企リサイクル体験学習を実施

真の豊かさを考えるためにも、
今こそ環境教育が必要。

教育とは文字通り「教え、育む」ことであり、広辞苑

によれば、「導いて善良ならしめること、知能をつける

ことの他に、社会の持つ基本的な機能の一つで、家庭や

学校、社会の場で望ましい姿に変化させて価値を実現さ

せる活動」とあります。第二次世界大戦後の日本で行わ

れた教育は、知能・知識を植え込み、物質的な豊かさや

価値を実現させることでした。それは成功したように思

えます。しかし 「導いて善良ならしめるJ という教育の

第一義については成果が上がったとは言えないのではな

いでしょうか。お金さえあればいい、自分さえよければ

いいといった欲求に追われて、豊かさの実感が得られな

いというのは虚しいものです。無限の広がりをもっ宇宙

で悠久の時聞を経て、私たちの惑星は生まれ、存在して

いますが、人類は「資源と環境」 は有限である と いう

一見矛盾した事実に気がつきま した。今一度見直したい

のは、循環型経済システムへの転換と真の豊かさを示す

価値観を「教え、育むJ こ と 。 「資源と環境」 は未来の人

類からの預かりモノであることを再認識するこ とが大切

だ と思います。今こそ 「環境教育」 がもっとも必要と さ

れる時ではないので し ょうか？
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産業廃棄物処分業及び一般廃棄物処分業

破砕機 2 基、ギロチンシャ－ 1 基、
フロン回収機 3 台

..  冨2・

ma’ ... 

項目

受 付

.... J·RIC 事務局
品” （株）リーテム内

（各ブロック幹事会社）

4’ 「τヨ亡会社

情報機器販売会社什器備品

ビール自動販売機

処理量

40lt 

936 台

427t 

707t 

ビールサ－J'i.-

コンビ二什器備品

OA 機器、 ATM/CD 等

タバコ自動販売機

心／

J·RIC事着局

（データ編）~~~

リーテム積境方針

【基本理念】
（株）リーテムは、事業活動を通じてリサイクルの向上に貢献するとともに、

事業活動すべての函で社員会員参加のもと、地球環境の保護及び保全に対して積極的に行動する。

【基本方針1
1. 資源の有効活用のために、さらに積極的にリザイクルの質の向上を図り

かつ高度な処理技術・プロセスを開発することにより、地球環境の保全に努める。

2. 地球環境の保護・保全活動を推進するために環境活動組織を整備レ、

環境関連法続・条例を遵守するとともに自主基準を設定し、環境管理の向上に努める。

3. 環境管理の重点項目

①有効な成分を含んだ原料としての廃棄物の適正な管理を行いリサイクルの向上に努める。

②電気・油のエネルギー資源を有効に活用し、使用量の削減に努める。
③水戸工場で受け入れるすべての物の収集運徹・荷受・事前選別・破砕処理・搬出に至る金工程において

事故の発生防止と環境汚染の予防に努める。

境…ント ll

4. 環境方針達成のために、環境目的・目標を定め定期的に環境保全活動の見直しを行い、環境管理システムの継続的改善を図る。
5. 内部環境監査の実施により環境管理システムの維持向上を図る。

6. 関係官庁をはじめ地減住民・環境保護団体とのコミュニケーションを図り、環境保護・保全活動に貢献する。

7. 全社員への教育・訓練を実施し、環境方針を周知徹底し意識の向上を図る。

8. との環境方針は社内外に公表する。 平成 12 年 6 月 10 日制定

環境マネジメントシステムの組織体制と役割

2001 年 1 月 11 日に 18014001 の認証を得て以来、当社の

環境マネジメントシステムは社長を最高責任者とした体制で

運用しており、社長に任命された環境管理責任者が環境管理

委員会を主催しています。この委員会は事務局も交えて多く

の議題の調整を図り、実務責任者である部課長に伝達。部課

長の指導のもと、全社員が環境マニュアルに従って環境保全

活動を進めています。また、営業戦略会議と工場運営会議を

週 1 回開催し、営業と現場とが一体となって環境確保を積極

的に推進しています。尚、内部監査委員には研修機関での

講習受講者 12名が任命されています。

環境マネジメントシステム監査

環境マネジメントシステムの監査手段としては JICQA 審査員

による年 1 回の外部審査だけではなく、定期的かつ適宜必要に

応じた社内部署による相互監査を行っています。 2004年 12月

には J ICQA による定期審査があり、 1 件の軽微な不適合と 13件

の改善・要望事項としての指摘がありました。一方、 2004年度

の内部監査では26件の「軽微な不適合」を除いては重大な指摘

はなく、 26件については適切な是正と確認を実施しています。

環境情報への対応 （苦情・要望等 〉

当社では地域住民 ・ 顧客 ・ 行政から工場に寄せられる環境

に関する苦情や要請、さらに従業員からの意見を環境情報と

して捉えています。具体的には、社内伝達・対応・処理する

システムを運用 していますが、 2004年度には行政より環境に

関する立入検査に対して処置報告の要請がありました。これ

を受けて、当初計画期日より大幅に短縮して未処理堆積物の

年度内処理を実現しました。

緊急事態への準備と対応

日頃から緊急事態に備え、当社では緊急事態発生の擦の

連絡体制と対応処置を明確に定めています。さらに、その連絡

体制が書類上の規定にとどまり、現実の緊急時には使えない

ことがないように連絡網を定期的に更新し、従業員教育 ・ 訓

練を実施しています。
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達成に向けての意識向上、
効率化を図否。

当社では環境方針に基づいて環境目的・目標を作成し、

活動しています。コストと効果を数値的に把握することで、

効率化と意識向上を図っています。

環境会計によるコスト集計

環境保全活動のためのコストを、当社の環境目的に対応し

たコスト（積極コスト）、法規制遵守のためのコスト、環境マ

ネジメントシステム運用・管理コスト（EMS コスト）の3 つ

に分類。今年度の目標に対応するコストと効果の情報を翌年

以降の活動の効率化に役立てるため、 コストマネジメン卜を

確実に続けています。

環境目的・目標

当社は、事業活動から生じるプラスとマイナスの環境側面

を併せて抽出 ・ 評価し、特定の環境側面における定常状態、

非定常状態、緊急事態の各々の環境影響を評価しています。

未処理堆積物

その結果から、環境影響の著しい項目を決定し、環境目的・

目標を作成。前年度の運用成果に応じて独自の是正・予防の

手）I医に基づき、翌年度の目的・目標の見直しを行っています。

リーテム水戸工場の一角に、 過去の鉄スクラップ引取りの

際iこ発生した鉄・非鉄・陶器などの堆積物が保管されています。

当社ではこれらの処理を重要課題と捉えて処理目標値を設定

し、取り総んできました。 2004年度は県からの要請があった

ことを機に処理を更に早め、年度内の終了を目指して l ,500m3 

の削減を目標にしました。その結果、堆積霊が当初の予測よ

り多いこともあり、目標を大幅に超える 4,910m3 を削減し、

全量の処理を完了しました。

環境目的 ・目標 2004 年度の環境会計（単位：千円）

園圃圃圃圃置清掃凶同属国圃圃圃圃圃｜・・同期E冨圃四ー坦白血白星由主白血..  同－四百写羽~司圃圃圃圃関窃爾瞬間古田園 投資 コスト 達成状況｛環境効果｝ 2005 年度の目標 2006 年度の目標

生産量 生産量

①処理量確保の為の I I 1捌年度比 2% 溜 1999 年度比 2% 泡

積極的な営業活動
p -l は、 111.2% となりました。 （累計 54% 僧） ｛累計 56% 埼｝

②処理能力の向上
処理稼働率の向上 10,032 5,104 パチスロの人気機種の投入に
処理単位時間当たりの 伴う寿命延長等により、 ｜生産量 ｜生産量
処理量向上 発生量が減り 49.4% の

2003 年度比 5% 増 2003 年度比 5% 増

③手解体のライン化、標準化 達成率に止まりました。
（累計 10% 憎） ｛累計 15% 糟）

・・E冨冨r.!ill亙翠霊童... 
醍醐・｜一一…与1999 年度実績を基準に 3 年間で

6% 生産矯

生産量 2% t替の目標値に対して｜
p -l は、 111.2% となりました。｜

原料（プラスの側面）

パチスロ
OM チームでの生産量

事業部（OM)
東京営業部

生産矯に伴う環境負荷低減への寄与
2003 年度実績を基準に
3 年間で 15% 生産嬉

生産量
2003 年度比 5% 増

i 未処理糊物の削減 | 
｛プラスの側面） | 

E置冨誼.. 国軍圃E盟国13 年間で 2削減 尉嬢酪榛調・・・
恒輔輔幽圃圃｜

盟理｜
l 初004
ヘのアクセス件数 2006年度までに6%増加 | 

① HP の相互リングの鳩加
②名刺に URL の印刷
③啓蒙・普及活動記事の
環境報告書への掲載

27,651 雄積物の削減は終了しました。 ー

18,629 
目標に近い 98.9% の 原単位 1% 減 原単位 1% 減
達成率でした。 （累計 4% 減） （累計 5% 減）

1,179 111.6% の達成率でした。
原単位 1% 減 原単位 1% 減
（累計 4% 減） （累計 5% 減）

2004 年 7月町2005 年 3 月の
廃棄物 4% 減

実績は 2.28kg／人・月と 廃棄物 3% 減
（累計 7% 減）

なりました。

未処理推積物の削減に集中した 対敷地面積 1% 造成 対敷地面積 1% 造成
ため、実施できませんでした。 （累計 2% 造成｝ ｛累計 3% 造成）

未処理堆積物の削減に集中した
3,289 951 ため、 730m2 の実施に止まりま ー

した。

152 
2005 年 3 月に全面見直しを

HP を年 1 回全面改訂 HP を年 l ＠］全面改訂
行いました。

2004年9月～2005 年 3月の HP へのアクセス件数
HP のアクセス件数

260 
実績は1,525件／月となりました。 2004 年度比 3% 繕

2004 年度比 3% ！普
｛累計 6%)

ー ー
2004年4月～ 2005年 3月の 接客数 2004 年度比 鐙客数 2004 年度比
実績は 59 固／月となりました。 20% 僧 20%培（累計40%)

E盟国盟－
瞬槻圃圃

園田l
｜電力原単位（生産量当たり 底減 I 
2000 年度下期実績を基準に 3年間で3%減｜

｜原単位 1% 減 I 
（累計 3% 減） I I OJ'l<>E IUill.UB よる | 

稼働率向上 I 
②点検補修強化による | 
稼働率の向上 | ｜一一…減 | 2001 年 7 月～ 20021手 3 月実績を | 

基準に 3 年間で 3% 減 | 
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l ①醐分別に

リサイクル量の増大 | 
②その他資源の分別による ! 
廃棄物の削減 I |…| （水戸事務所発生分｝ | 

圏盟理［
雇冨｜…叫たり発生霊）

2004 年 7 月～ 2005 年 3 月実績を
基準に 2006 年度迄に 7% 減

－罰置
盟国国

圏圏

卜蒙普及活動の雌 l （プラスの側面） | 

園冨｜漏油…透防止
5,000m2 コンクリート又拡
アスフアルト舗装実施

コンクリート又は
アスフアルト鍔装 5,000m2

未処理堆積物の削減に集中した｜
ため、 730m2 の実施に止まりま ｜

l した。 I 

障理霊園
函富盛望

回誼冨盟

臨鱒幽
｜一一関向上の啓蒙 | 
（プラスの側面） I 

ド：~M務部 ( 
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．該当期間 2004 年 4月～ 2005 年 3 月

．設備投資費用初期投資額を「投資」として計上しています。

減価償却貨を含めていません。

・生産量手解体およびリーテムプロセスでの処理量を、
『生産量J と定義しています。

＠掲載の2005～2006年度の目標は、 2004年度時点の

環境目的について設定した計画値です。
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企（社）全国産業廃棄物連合会より地方功労者表彰

を受賞しま した

組織・機関名 | 

｜茨城県産業廃棄物協会主催：不法投棄監視パトロール | 

｜茨城町からの農薬缶の処理

地主義貢献活動
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＠環境方針及び手順並びに環境マネジメントの要求事項
に適合することの重要性（環境マネジメントシステム
方針、環境マニュアル）

⑥作業活動による顕在文は潜在の著しい環境影響、及び
作業改善による環境上の改善（環境側面）

＠環境方針及び手/I頂との適合、並びに緊急事態への準備
及び対応の要求事項を含む環境マネジメントシステム
の要求事項との適合を達成するための役割及び責任

⑥規定された運用手）I慎から逸脱した際に予想される結果
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第三者審査報告書

第三者審を報告;t事

平成 1 7 年 8 月 1 日

抹式会社リーテム

代表取締役社長 中島賢一殿

代表… 古室王建9
1 審査の目的

当環境品質研究所は、株式会社日ーテムの資任において作成された同社のRE-TEM 2005 ENVIR01'.'¥IENTAL REPORTを、日本公認会計士協会で公表された経営研究調

査会研究報告第13号「環境報告書保証業務指針（中間報告） J を参考に審査を行った。

当環境品質研究所の審査の目的は、主として同報告書において報告されている革製な情報の正確性について、実施した手続の範閉内において、独立した立場で
の意見を表現する こ とである。

2. 審査の手続

当環境品質研究所は、 RE-TEM 2005 ENV !RONMENTAL REPORT について以下の審査手続を実施した。

（！）掲載されている情報について、集計表とその基礎資料とのサンプリングによる照合及び担当者への質問等により、情報の集計とその計算方法の合型性 ・ 正確
性を検討した。

(2）掲載されている情報について、作成責任者 ・ 担当者に対する質問、関連する議事録 ・ 焼程等の閲覧 ・ 照合、 lSO 関連資料の閲覧 ・ 照合、工場往査、 その他根

拠資料となる内部資料及び外部資料で利用可能なデータと比較し検討した。

3. 結論

審査の結果、当環境品質研究所の意見は、次の通りである，

(!) REーT側 2005 以VIR日州，fENTAL REPORT に掲載されている情報は、株式会社日ーテムの業務から出された情報を適切に集計したものである．

(2) RE TEM 2005 ENVIRO~i巴NTAL REPOllT に掲載されている情報は、当環境品質研究所が審盃の聞に入手した根拠資料と矛病していない。

第三者審査手続の補足説明

第三者審査報告にあたり、審査手続の概要を繍足説明として以下に示します。

ステップ回

事前調査

－報告書の情報システムの

状況確認

－審査対象事業所の特定

．チェック事項の特定

ステップ図 ステップ圏

>( 審査実施 >( 審査報告

－事務局及び現場のチェック ・審査結果指摘

（修正・提案）事項報告

ステップ固

第三者審査
報告書提出》（明芳の

－ステップ3での ・第三者審査報告書の提出

指摘事項のフォローアップ
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椋式会社リーテム会社概要

本社 千 101-0021 東京都千代田区外神田 3-6-10

TEL 03-3258-8586 FAX 03-3251-5805 

E-mail ｷ info-tokyo＠「e-tem.com

水戸工場 〒 311-3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡 3520

TEL 029-292-1 220 FAX 029-292-1225 

E-mail info-mitofac＠「e-tem.com

東京工場 干 143-0002 東京都大田区城南島 3-2-9
1.600 

' 1.400 
TEL03” 3790-2100 FAX 03-3799-8500 

1,200 
E-mail : info幽tokyofac＠「e-tem.com

1.000 
資本金 3,600 万円

800 

代表取締役 中島賢一
’ . 600 

創業 明治 42 年（1909 年） 400 

会社設立 昭和 26 年（ 1951 年） 200 

事業内容 OA機器・電子電気機器類のリサイクル 。

鉄系複合材のリサイクル

製鋼原料及び非鉄貴金属原料の売買

建築物及び工作物の解体、移設、撤去

リサイクルシステム販売及びコンサルテイング

ウェブサイト http //www.re-tem.com/ 

沿革

平成 5 年（1993 年） 9 月 リーテムリサイクルシステム（プロセス｜）導入

平成 8 年（ 1996 年） 3 月 平成 7 年度再資源化開発事業

（財）クリーン・ジャパン・センタ一（CJC）会長賞受賞

平成 9 年（ 1997 年） 4 月 社名を株式会社リーテムと改める

平成 9 年（ 1997 年） l 0 月

（財） CJC の実証プラント／リーテム・リサイクルシステム（プロセス II ）稼動

本社を東京都千代田区に移転

平成 10 年（1998 年） 7 月

平成 12 年（2000 年） 7 月

リサイクルの全国ネットワーク」・ RIC を組織化

茨城県リサイクル優良事業所に認定される

平成 13 年（2001 年） 1 月 潔境マネジメントの国際規格 18014001 認証取得（登録番号 E214)

平成 14 年（2002 年） 7 月 東京都がりサイクル施設の整備を進める「スーパーエコタウン事業」 lこ選定

平成 15 年（2003 年） 3 月

平成 16 年（2004 年） 3 月

廃棄物処理プロセスの LCA データに関する調査報告書発行（経済産業省委託事業）

日本環境経営大賞優秀賞受賞

平成 17 年（2005 年） 5 月 東京工場竣工

報告書の範囲

本報告書は、株式会社リーテムの全事業所（本社及び水戸工場・東京工場）における

2004 年度（2004 年 4 月～ 2005 年 3 月）の事業活動を対象としています。

尚、一部同期間以降の報告も含みます。

問い合わせ先株式会社りーテム企画部電話 03-3258-8586

本報告書lこ対するご意見・ご感想をお寄せ下さい。 E-mail:info-tokyo@re-tem.com 次回の発行は 2006 年夏を予定しています。




